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研究成果の概要（和文）：高度研究開発型製薬企業の研究開発の資本力やポリシーと研究成果の関係に関する情
報を入手し分析を行った。
研究開発組織におけるコンペティティブ・インテリジェンス(Competitive Intelligence: CI)能力と研究開発プ
ロジェクトの遂行能力間には正相関が見出された。そのCI能力は研究開発に投下できる資本以上の影響力があっ
た。
オープン・イノベーション型研究開発ポリシー、研究者裁量による研究自由度、研究者のマーケット・アクセス
の権限は高いCI能力を持つプロジェクト組織における成功要因として正方向に作用したが、CI能力が低い組織で
は無相関または負に作用した。

研究成果の概要（英文）：This research was with the use of information on the relationship between “
R&D policy (decision-making method and style, and implicit knowledge of R&D organization)”, “
capital strength of R&D capabilities and R&D results. A positive correlation was found between the 
Competitive Intelligence (CI) capability in the R&D organization and the performance of the R&D 
project. This CI ability had more influence than capital strength that can be invested in R&D. 
Open-innovation type R&D policy, research freedom by researcher discretion, and researcher's market 
access ability acted positively as a success factor in project organization with high CI capability,
 but acted correlatively or negatively.in organizations with low CI capability.

研究分野： 経営学

キーワード： 研究開発マネジメント　研究開発の生産性　医薬品研究開発　研究開発意思決定　オープンイノベーシ
ョン　コンペティティブ・インテリジェンス　研究者裁量　研究開発組織

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、研究開発型の製造業では研究開発自

体が極めて重要な成功要因として指摘され、
研究開発の生産性の向上は、産業競争力向上
のための最も重要な課題の 1つである。その
ため多くの研究者により、研究開発プロジェ
クトの評価手法、研究開発管理、プロジェク
ト・マネジメント、ポートフォリオ・マネジ
メント、研究者の人的特性、など様々な視点
から研究が行われている。しかし、研究の問
題点はいまだ大きく 2つある。まず第 1に体
系的に深く検討された研究が少ないこと、第
2 に特定の産業について深く研究されたもの
が少ないことである（高橋 2010）。 
医薬品産業は、とりわけ研究開発を基礎と

する新製品開発の重要性が高いことが認識
されながらも、成功要因がどこにあるか曖昧
なままである。この中でコンペティティブ・
イ ン テ リ ジ ェ ン ス （ Competitive 
Intelligence: CI）能力は、経営環境、市場、
顧客、技術、競合などに関する外部情報を組
織的に収集・分析しそれを意思決定や戦略に
活かす能力と定義される（Gilad 2003）が、
CI 能力はこれまで重要とされていた、プロジ
ェクト評価技術の活用、研究開発資本（研究
開発の規模・優れた研究者）を相関性で上回
る重要な基本要素であり、研究開発プロジェ
クトのコミュニケーションに正に作用する
ことによって研究遂行能力を高め、研究開発
の成果を高める影響をもつことを見出した
（高橋 2008）。 
本研究は、医薬品研究開発の生産性向上の

ために行うべきマネジメント方法論の総合
的構築といった研究課題にアプローチする
研究としては日本初であり、世界でもほとん
ど類を見ないものである。 
 
２．研究の目的 
全体目的は、医薬品の研究開発プロジェク

トに必要な要因を見出し、相互の関連性を明
らかにすることによって、経営学的見地から
の医薬品研究開発プロジェクトの生産性の
向上に結び付く高い実効性を持つ理論を構
築することにある。本研究の関心事は医薬品
研究開発プロジェクトでのイノベーション
誘発環境の探求であり、成果はわが国が掲げ
る知財戦略の一部を担う目的がある。 
 
３．研究の方法 
本研究は、製薬産業研究開発プロジェクト

の生産性に関する研究である。高度研究開発
型製薬企業の研究開発の資本力やポリシー
と研究成果の関係に関する情報を入手し分
析を行った。 
研究に必要なプロセスは、（1）国内に拠点

をもつ製薬企業の医薬品研究開発の成功要
因に関する質問票調査と詳細調査、（2）米国
に拠点をもつ製薬企業の医薬品研究開発の
成功要因に関する質問票調査と詳細調査、
（3）国内企業と米国企業の比較分析である。 

成功要因の対象として、経営意思決定シス
テムの活用の内容、研究開発組織の外部資源
活用指向性、研究開発組織の風土、研究開発
成果を人事評価に取り入れる項目と程度、研
究における研究者自身の裁量権、研究者のマ
ーケット・アクセス（市場指向性）、オープ
ン・イノベーションへの指向性を主な仮説に
想定しており、日本でこれらの項目を研究す
るとともに、医薬品研究開発の歴史が長い米
国においても、同様の調査を実施し、医薬品
研究開発にかかわる研究のあり方、およびそ
れらに関する国内企業の相違点を明確にし
た。 
研究方法として、質問票（Web アンケート）

による調査とインタビューによる詳細分析
を行った。平成 24 年度から 27 年度には、国
内企業を対象とする研究として、国内の高度
研究開発型製薬企業の研究開発業務に携わ
るマネジャーへの質問票調査とインタビュ
ーにより、研究開発のスタイルやポリシーと
研究成果の関係に関する情報を入手した。米
国企業を対象とする研究として、平成 24 年
度から 28 年度には、医薬品研究開発の成功
要因に関する資料収集および米国の研究者
および産業界のアドバイザーとの面談によ
る、本研究の全体枠組みに関するアドバイス
を議論した。 
 
４．研究成果 
プロジェクト評価技術は、プロジェクト評

価技術の運用能力を触媒としてプロジェク
ト評価能力を向上させる能力であると同時
に、研究開発を評価するメンバー間での情報
の共有化や基礎的な思考の統合能力である。
研究開発プロジェクトに将来どのような意
思決定オプションやイベントが存在するか
を整理する役割を担い、意思決定の議論を建
設的に進める土台となり、これにより将来に
わたる戦略の全体像を理解し、それをベース
に意思決定することを可能にさせるもので
ある。 
CI 能力と研究開発プロジェクトの遂行能

力間に正相関が見出された。影響力は、経営
の基礎的条件である研究開発資本（資金とし
ての資本、および人的資本）と研究開発プロ
ジェクトの能力における相関性以上のもの
であり、経営資本の優劣が研究開発の成果に
大きく作用すると考えられている従来の考
え方に疑問を投げかけるものである。 
研究開発組織の外部資源活用指向性、研究

者裁量の研究自由度、研究者のマーケット・
アクセス力といった指標と成果の関連性は
統計的に見いだせていない。 
オープン・イノベーション型研究開発ポリ

シー、研究者裁量による研究自由度、研究者
のマーケット・アクセスの権限は高い CI 能
力を持つプロジェクト組織における成功要
因として正方向に作用したが、CI 能力が低い
組織では無相関または負に作用した。 
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